
第３期下野市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定に係る 

団体アンケート調査 【高校生用】 

貴校の皆様におかれましては、日頃から学校や地域での活動を通して、市政及び社会福祉

協議会事業に対しご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

このたび、地域福祉をより一層推進するため、「第３期地域福祉計画・地域福祉活動計画」

（令和４～８年度）を策定することとなりました。貴校の活動に関する現状や地域の課題を

把握し、計画策定の基礎資料とさせていただくため、本アンケート調査を実施いたします。 

ご多用のところ誠に恐縮でございますが、地域福祉のより一層の発展のために、ご協力く

ださいますようお願い申し上げます。 

令和３年７月 

下野市長        広瀬寿雄 

下野市社会福祉協議会長 小口 曻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査に関する連絡先 

下野市社会福祉協議会 地域福祉課 

〒329-0414 下野市小金井 789 番地（ゆうゆう館） 

TEL 0285-43-1236 FAX 0285-44-5807 

メールアドレス：info@shimotsuke-syakyo.or.jp 

※団体アンケート調査については、同封の返信用封筒（切手不要）にて、８月６日
（金）までにご送付いただくか、上記メールアドレス、FAX 番号までお送りいただき

ますようお願いいたします。 

※メールにてご回答いただける方については、ワード形式のファイルをお送りいたしま

すので、上記までご連絡ください。 

  

資料３－２ 
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Ⅰ．貴校の活動について 

問1 貴校の活動の中で、地域と一緒に行っていることや、地域に向けて行っているこ

とはありますか。 

 

 

 

 

 

問2 貴校では、地域活動を行う上で他の団体や機関等との交流や連携、協力関係があ

りますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．自治会  

２．民生委員・児童委員 

３．老人クラブ 

４．婦人会 

５．子供会 

６．福祉施設 

７．社会福祉協議会 

８．ボランティア団体 

９．ＮＰＯ 

10．商工会 

11．幼稚園・保育園・認定こども園 

12．小・中学校 

13．特別支援学校 

14．行政 

15．保護者会・ＰＴＡ 

16．その他 

１７．特にない 

 

⇒１～16 のいずれかに○をつけた場合は、具体的な活動内容もご記入お願いします。 

 

 

 

 

  

※地域活動とは、地域のために行う奉仕的な活動のことです。具体的には、 

・自治会、子供会、老人クラブ、婦人会活動などへの参加、支援 

・地域行事への参加、支援 

・地域の交通安全運動や清掃美化、資源回収活動への参加、支援 

・地域のNPO やボランティア団体などへの参加、支援 

・地域の方を対象とする見守り活動への参加、支援 

・地域の方が集まることのできる場の提供、交流会などの実施 などが挙げられます。 
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問3 地域活動を行う上で困っていることはどのようなことですか。 
 

 

 

 

 

 

 

 
    

Ⅱ．活動を通して見える地域の状況・今後の活動について 

問4 活動を通じて、地域の中で課題に感じることは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

１．あいさつをしない人が多い 

２．災害時、緊急時の協力体制ができていない 

３．犯罪の増加 

４．交通マナーの乱れ 

５．道ばたのごみが増えた 

６．地域での子どもの見守りがなされていない 

７．地域の問題や困りごとを隣近所の人と相談

できない 

８．隣近所との交流が少ない 

９．世代間の交流が少ない 

１０．地域の活動が活発でない 

１１．地域の中で気軽に集まれる場が少ない 

１２．障がいのある人に対する理解が不足している 

１３．健康に対する意識が低い 

14．その他（             ） 

15．特にない  

 

⇒１～14 のいずれかに〇をつけた場合お伺います。 

  問４でお答えいただいた課題に対して、できることはどのようなことが挙げら

  れますか。 
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問5 下野市の保健福祉施策をより充実していくために、貴校が重要と考える取り組み

はどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．隣近所など、周囲の理解と協力による、支え合い助け合えるまちづくりをすすめる 

２．災害時に支援を必要とする人の把握と支援体制を充実させる 

３．ボランティア団体など住民活動への援助を充実させる 

４．年齢や障がいの有無にかかわらず地域で活動できる機会をつくる 

５．世代や属性を超えて相談や交流ができる、場や居場所を地域に整備する 

６．どんなことでも相談できる、相談支援体制を充実させる 

７．悩みや困難を抱える人を見つける仕組みづくりをすすめる 

８．健康や福祉についての情報提供を充実させる 

９．健康づくりや生きがいづくりが盛んなまちづくりをすすめる 

１０．生活が困窮した方への援助を充実させる 

１１．成年後見制度などの権利擁護にかかる取り組みを推進する 

12．犯罪をした者が社会に復帰するための支援を推進する 

１３．交通の利便性の確保をすすめる 

１４．道路の段差解消など、バリアフリー化をすすめる 

１５．その他（                                  ） 

 

問6 今後、地域課題の解決に向けて、貴校が市や社会福祉協議会と協力しながらどの

ようなことに取り組めると思いますか。 
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問7 地域福祉推進についてのご意見・ご要望等、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

 本調査票にご記入いただいた後、必要に応じて直接ヒアリングを行いたいと考えて

います。ご意向についてお聞かせください。 

１． ヒアリングに参加できる ２．ヒアリングは遠慮したい 

 以降は、１．ヒアリングに参加できる の方のみお答えください。  

 ヒアリングにあたって、場所のご希望はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．社会福祉協議会（ゆうゆう館） 

２．電話 

３．希望する場所 

  （                ） 

 ヒアリングにあたって、ご協力いただける日はありますか。ご都合の良い日を、第３

希望までお書きください。なお、ご希望に添えない場合もございます。 

第１希望 （   月    日） 時間帯  （    時 ～   時 ） 

第２希望 （   月    日） 時間帯  （    時 ～   時 ） 

第３希望 （   月    日） 時間帯  （    時 ～   時 ） 

 

   連絡先               担当者               


